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稲垣忠（いながき・ただし）自己紹介
• 東北学院大学文学部・教育学科・教授

• 大学院：人間情報学研究科
• 学長特別補佐

• 専門分野：教育工学・情報教育
• 初等中等教育のインストラクショナルデザイン（授業設計）
• プロジェクト型学習の設計、学校と家庭の学習連携等

• 委員等
• 文部科学省「教育の情報化に関する手引」作成検討会構成員
• 文部科学省「情報活用能力調査の今後の在り方に関する調査研究」企画推進委員
• 文部科学省「デジタル教科書の実証研究」委員
• 文部科学省「ICT活用教育アドバイザ」委員
• 文部科学省「多様な通信環境に関する実証事業」委員
• 経済産業省「未来の教室」実証事業教育コーチ
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教育学科の概要および本科目の位置付け
• 文学部教育学科：２０１８年に新規設置

• 小学校１種教育職員免許状
• 中学校１種（英語科）高等学校１種（英語科）
• 図書館司書・学校図書館司書教諭

• ICT教育論の位置付け
• ２年後期の専門教育科目（必修ではない。８割ほどが受講）
• ２年前期に「教育方法」（教育の方法と技術）
• ３年前期に「情報教育論」「 ICT教育実践」
• ４年前期に「メディアリテラシー教育論」
• 「情報機器の操作」は「情報リテラシー」（２年次）を履修
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到達目標・概要
• 到達目標

1. 教育現場において視聴覚メディアやコンピュータがどのように導入されてきたのかを
理解する

2. 授業においてＩＣＴ機器やサービスを活用することの意義と留意点を、事例をもとに
解説できる

3. テクノロジーの変化によって教育がどのように変化するのかを考え、今後の展望を説
明できる

• 概要
• ICT(情報通信技術）が教育に及ぼす影響について批判的に捉えた上で、今後の展望を考

察します。産業革命や印刷技術等の技術革新と学校の誕生、映画やテレビ、OHP等の視
聴覚機器の教育現場での受容過程、学校へのコンピュータの導入と活用法の変遷、ICT
による授業改善、学習基盤としてのテクノロジーと学校教育の再考と、過去・現在・未
来を概説します。授業は講義や視聴覚資料による情報提供と学生間の討議を基本としま
す。また、機器や教材を実際に体験し、その効果や留意点を検討する機会を設けます。
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テキスト

• デジタル社会の学びのかたちVer.2  教育とテクノロジ
の新たな関係

• A.コリンズ (著), R.ハルバーソン (著)

• 原著「Rethinking Education in the Age of Technology: 
The Digital Revolution and Schooling in America 2nd

edition」は2018年出版。
• Technology, Education--Connections (The TEC Series)

の１冊
• 米国での学校および学校外でのテクノロジを活用した教育

と学校制度の関係を歴史的な展望のもとで解説。
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テキストの目次
• １章 どのように教育は変わろうとしているのか
• ２章 テクノロジ推進派の意見
• ３章 テクノロジ懐疑派の意見
• ４章 アメリカにおける学校教育の発達
• ５章 新しい制度（システム）の芽生え
• ６章 教育における３つの時代の変化
• ７章 失われるもの、得られるもの
• ８章 学校はどうすれば新たなテクノロジとつきあえるのか
• ９章 結局、何がいいたいのか？
• 10章 テクノロジ世界のなかで教育を再考する
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シラバス（本年度はオンデマンドで実施）

【第１回】オリエンテーション 教育の変化とテクノロジーの影響
【第２回】テクノロジー推進派の考え方
【第３回】テクノロジー懐疑派の考え方
【第４回】学校制度の確立とテクノロジーの貢献
【第５回】視聴覚メディアの変遷
【第６回】視聴覚教材の授業・学習での活用
【第７回】コンピュータの教育現場への導入
【第８回】個の学びを支援するコンピュータの活用
【第９回】協働的な学びを支援するコンピュータの活用
【第１０回】ＩＣＴによる授業の改善
【第１１回】学習基盤としてのテクノロジーの役割
【第１２回】学習履歴の蓄積・活用を支えるテクノロジー
【第１３回】テクノロジーの進化と生涯学習
【第１４回】テクノロジーの進化と学校教育
【第１５回】総括討議 テクノロジーの変化とこれからの教育
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授業内容（１）テクノロジによる社会と教育の変化

Society 5.0 SNSの広がり

デジタルデバイド

OECD Learning Framework 2030
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授業内容（２）視聴覚メディアの歴史と理論

掛け図、教育映画、OHP、放送、ICT等
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授業内容（３）コンピュータ導入の歴史と理論

CAI

マルチメディア表現

インターネット・協働学習

タブレット端末
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授業内容（４）テクノロジ推進派と懐疑派

• 推進派
① ジャストインタイム学習
② カスタマイズ
③ 学習者コントロール
④ インタラクション
⑤ 足場かけ
⑥ ゲームとシミュレーション
⑦ マルチメディア
⑧ コミュニケーション
⑨ リフレクション

• 懐疑派
• 画一的な学習 VS カスタマイズ
• 専門家としての教師 VS 多様な知識の情報源
• 教師 VS 学習者コントロール
• 評価の標準化 VS 専門化
• 知識の囲い込み VS 外部リソースの活用
• 知識の詰め込み VS 知識の爆発
• 吸収する学び VS 為すことによる学び
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授業内容（５）テクノロジの貢献と新たなシーズ
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授業内容（６）さまざまな学びの場の体験

カーン・アカデミー

MOOC

マインクラフト

ウィキペディア
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まとめ：ICT教育論の内容

• テクノロジの進化による社会の変化と教育の変化

• 視聴覚メディア・コンピュータ導入の歴史と理論

• 学校制度の確立とテクノロジの貢献・影響

• テクノロジの特性理解と学校教育への導入の可能性と課題点

• 学校外での新たなテクノロジによる学びの展開


